
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会報告会 

 
議 会 報 告 会 

 

令和６年５月 1２日(日) 

午後２:00～午後４:00 

 

調布市文化会館たづくり１２階 大会議場 
 



議会報告会 次第 
                              

１ 開会あいさつ 

２ 議長報告 

３ 総務委員会報告 

４ 文教委員会報告 

５ 厚生委員会報告 

６ 建設委員会報告 

休 憩 

７ 委員会ごとに分かれて 

意見や質問を伺います 

８ 閉会あいさつ 

 

 

★の用語は P２１～２３に解説を掲載 
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 各委員会の担当分野 
 

総務委員会 

➮市政運営の基本方針や行政計画 

➮歳入や税金に関すること 

➮会計、監査、選挙に関すること 

➮防災・防犯対策 

 

文教委員会 

➮市内小中学校運営や教育行政の運営 

➮図書館、公民館、博物館など、社会教育分野 

➮芸術・文化振興、生涯学習、市民活動、地域コミュニティー 

➮観光・産業振興、映画のまち調布の推進 

➮オリンピック・パラリンピックの取組、市民スポーツ振興など 

 

厚生委員会 

➮高齢者、障がい者のくらしや福祉、介護サービス、 

➮予防接種や検診などの健康づくり、国民健康保険に関すること  

➮子育て支援・幼稚園・保育園・学童クラブ 

➮青少年の育成、子ども・若者支援など 

 

建設委員会 

➮街づくり 

➮道路や橋等の整備、交通安全対策、住宅に関すること 

➮自転車等駐車場の整備 

➮地球環境や生活環境の保全 

➮公園・緑地等の整備や保全 

➮ごみの減量対策 

➮狂犬病予防接種、飼い主のいない猫対策 

 

 

●お願い 

第二部では、各常任委員会のグループに分かれ、各員会で発表された内容に

対してのご質問やその他、ご意見・ご要望を伺います。限られた時間の中、

多くの方が発言できますよう、お１人２分以内でお願いいたします。 
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付録 用語の解説（資料内★印を付した用語） 

【い】 

EV 

Electric Vehicle の略で、電気を動力にして動く車両全般を指す。一般的に「電気自動

車」と呼ばれるものは、「EV」の中でもバッテリーの電気だけを使ってモーターで走る

車のことを指す。EV は CO2 の排出が無く、エンジン車とくらべると低速で走る場合

の騒音や振動が少ないといった特徴がある。 

 

【え】 

LGBTQ 

 性的少数者。L はレズビアン、G はゲイ、B はバイセクシュアル、T はトランスジェ

ンダー、Q はクエスチョニングの頭文字。LGB は性的指向（恋愛や性愛の対象）を

表すのに対し、T は性自認（自分の性をどう認識しているか）を表す用語の１つで、

心の性が体の性（法律上の性）と一致しない性のあり方。Q は性自認や性的指向が定

まっていない、または意図的に定めていない人のこと。 

 

【お】 

オストメイト 

病気や事故などが原因で、消化管や尿管が損なわれ、排泄のための開口部（ストーマ）

を腹部に手術で造設した人々のことを指す。ストーマは、自分の腸や尿管を使い、排泄

物を一時的に受けるストーマ装具（パウチ）をストーマ部位に装着する。オストメイト

の人口はおよそ 20 万人で、男女比はおよそ 6 対 4、平均年齢は 70 歳を超えていると

される。 

 

【か】 

GovTech（ガブテック）東京 

区市町村を含めた東京全体のデジタル化を推進するため、行政と民間が協働して斬新

で革新的なサービスを生み出す新たな場として設立。都との協働体制によりサービス

を提供する。 

 

カラーバリアフリー 

色覚の多様性に配慮したデザインのこと。色覚によって色の見え方が異なる人々にも

情報が正確に伝わるように、色の選択や配色を工夫することを目指すもの。例えば、色

弱者にとっては、赤と緑が区別しづらいため、これらの色を使う場合は配慮が必要と

なる。 
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【く】 

グリーンインフラ 

自然環境の機能を社会に活用し、国土の適切な管理や人口減少・高齢化等に対応する

課題解決を目指す考え方のこと。これは、防災・減災や地域復旧、地域活性化や生物多

様性保全など、さまざまな課題解決を目指す SDGs（Sustainable Development Goals 持

続可能な開発目標）を支える主要技術の一つと言え、国土交通省は、グリーンインフラ

の社会実装を推進している。 

 

【さ】 

再生可能エネルギー 

太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなど、自然の力を利用して発電するエネルギー

のことを指す。これらのエネルギー源は、使い続けても枯渇することがないため、「再

生可能」なエネルギーと呼ばれる。再生可能エネルギーの利用は、地球温暖化の防止や

エネルギー安全保障の強化に寄与するものといえる。 

 

【し】 

ジェンダーバイアス 

男か女かといった生まれ持った性差ではなく、「男はこう、女はこうあるべきだ」と

いう社会や文化によって作られた固定観念や、それに基づく差別、偏見のこと。無意

識によるものも多い。 

 

【す】 

スーパーフレア（太陽フレア） 

最大級の太陽フレア（太陽表面の突発的な爆発現象）の 10 倍以上規模のもの。エック

ス線などの強い放射線や、電気を帯びた粒子を放出する。もし今の太陽でスーパーフ

レアが起こると、地球では磁気嵐が起こり停電や通信障害、人工衛星の故障などが発

生し、大混乱に陥ると懸念される。発生頻度は数 100 年から数 1000 年に１回と予測さ

れ、1000 年に１回という東日本大震災のような巨大地震の頻度と同じ程度である。 

 

【せ】 

ゼロカーボンシティ 

環境省が提唱する「2050 年に向けて CO2 排出量を実質ゼロ」にするために取り組む

ことを表明した地方公共団体のことを指す。再生可能エネルギーによって稼働される

都市であり、二酸化炭素排出量がなく、温室効果ガス排出において地球に害を及ぼさ

ない都市のことを言う。 
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【た】 

耐震シェルター 

地震などの自然災害から身を守るための場所や空間を作るもの。家屋が倒壊した場合

でも、局所的な安全空間の確保を目的として室内に設置される。主な種類には「ベッド

型」「部屋型」「テーブル型」があり、既存住宅への設置が可能で、工期も短い。また、

補助金を使えば、自己負担を軽減することも可能となっている。 

 

【て】 

デジタルデバイド 

インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者との間

に生じる格差。 

 

デマンド交通 

路線バスやタクシーとは異なり、利用者の予約に応じて運行経路やスケジュールを変

更する地域公共交通のこと。デマンド交通は、利用者からの予約があった場合のみ運

行され、運行経路やスケジュールは利用者の需要に応じて変更される。特に人口減少

や少子高齢化により公共交通機関の利用者が減少し、不採算路線の廃止や縮小が進ん

でいる地域で導入が進んでいる。 

 

【ひ】 

PHEV 

Plug-in Hybrid Electric Vehicle の略で、電気とガソリン又はディーゼルの 2 種類の動

力源を搭載したハイブリッド車のこと。充電スタンドなど外部から充電でき、かつガ

ソリンまたは軽油を給油できるといった、電気自動車とガソリン又はディーゼル車そ

れぞれの機能を備えている。また、PHEV は大型の蓄電池として活用することができ、

災害時等の非常用電源としても活用が見込まれる。 

 

【ふ】 

フェーズフリー 

普段利用している物やサービスを、災害などの非常時にも役立てることができるとい

う考え方。 

 

【ゆ】 

ユニバーサルデザイン 

年齢、性別、文化の違い、障害の有無によらず、誰にとってもわかりやすく、使いやす

い製品、サービス、空間のデザインのことを指す。全ての人が平等に利用できる社会を

目指す考え方としても用いられる。 
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